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1.は じめ に
芸術 に関 して の人間の認知 とい う観点 か ら,芸
術 的能力 の発 達,創 造性 の研究,芸 術教育 の活動
を 進 め る ハ ー バ ー ド・プ ロ ジ ェ ク ト ・ゼ ロ
(HarvardProjectZero)の共 同指 揮者 の ひ とりハ
ワー ド ・ガー ドナー(HowardGardner)の存在 は
米 国におい て注 目を集 めてお り,人 間の知能 の多
元性 を となえ るMI理 論(TheoryofMultiple
Intelligences多元的知 能の理論)に よって既存 の
知能概念 へ問い を投 げか け,発 達心理学,美 術教
育,音 楽教 育及 び米 国教 育界全 般 に影響力 をもつ
人物 で あ る 。 ガー ドナー の研 究 お よびハ ーバ ー
ド ・プロジェ ク ト・ゼ ロの活動 の注 目される特徴
は,理 論 のみ の 空論 で はな くハ ーバ ー ド ・プ ロ
ジェ ク ト・ゼ ロの過去28年間の認 知発達的実験 に
基づ いた研究 の成果 を教 育面へ の応 用,実 践へ と
方 向 を進め ている点で あ り,現 在,米 国内 におい
て アー ツ ・プロペ ェル(ARTPROPEL),プロジェ
ク ト ・コー ・アー ッ(ProjectCo-Arts),リンカー
ン ・セ ンター ・プ ロ ジ ェ ク ト(LincolnCenter
Instituteproject)をは じめ とす るユ6種の プ ロジェ
ク トが行 われ ている。
本論考 では,認 知心 理学者 と して 出発 した ガー
ドナーが,芸 術 教育へ の心理学 的側 面 か ら生み 出
した芸術 的諸 能力 の発達 の理論 な ど,認 知発 達研
究 に よるアプ ローチ か ら独 自の視 点 を獲得 して ゆ
く過程 を探 って行 くものであ る。
H.認知科学研究とその周辺
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の 「創造性への認知的アプローチ」が示唆するよ
うにガー ドナーの芸術教育の研究 を特徴ずけてい
る 「認知的アプローチ」という方法論を分析する
ことによりガー ドナーの芸術教育の認知的研究へ
の視点を明確 にさせることが出来よう。
1.認知科学の特徴
ガー ドナーの認知的アプローチを解読する方法
として,ガ ー ドナーの認知心理学,及 び認知諸科
学の研究歴と学術的背景について触れることは,
ガー ドナーの研究のおける方法論 との関連を解明
することとなり有意義であると考えられる。まず
ここでガー ドナーの認知科学についての考えに関
する説明をみておこう。ガー ドナーのあげる認知
科学の5つ の特徴(あ るいは徴候)に は以下のも
のがある6)。
(1)まず第一に人間の認知活動 について語 る際に,
心の表象について語ることが必要である。その場
合の分析のレベルは,科 学者は,シ ンボル,ル ー
ル,イ メージなどの表象的存在,す なわちイン
プットとアウ トプットの間に見出せ る表象物 を扱
い,さらにこれらの表象的存在が結合 し,変形 し,
相互に比較 し合うさまを探求する。
(2)人間の心 の解明にコンピュータが重要な役
割 を果たす。人間の心がどのように機能するかに
ついての,も っとも期待のかけられるモデルとし
て役立つ。コンピュータは,人 間の認知のモデル
として有効であ りほかに,認知研究に貴重な道具
としてコンピュータが役立つ。ほとんどの認知科
学者がデータの分析 に用いた り,また認知過程の
シミュレー トに用いられている。
(3)感情ない し情動の要因,歴 史的ないしは文
化的な要因の影響,さ らには特定の行為ない しは
思考が発現するときの背景 となる文脈の役割を,
現時点では不必要な混乱 を引き起こしかねないと
いう理由で外 している。
(4)認知科 学は心 理学(psychology),哲学
(philosophy),言語学(linguistics),文化人類学
(anthropology),神経科学(neuroscience),そし
て人工知能の領域 と考 え,そ れぞれが学際的に結
(図1)
梁
飛
/1＼
/`♪王里学 ■闇一一一_■ ■■一一一 言言吾学
/
!
!
ノ
i
!
!
人工 知能 一一一 一一一一」
¥¥
神経科学
?
?
、
?
?
一一一一一人類学
認知諸科学間の結びつき
強い学際的結びつき
一 一 一 一 弱い学際的結びつき
(ハワー ド・ガー ドナー 「認知革命」
佐伯腓 ・海保博之監訳 より)
びついている(図1参 照)。各学問どうしの結 び
つきの強いもの も,結びつ きの弱い ものもある。
認知科学者たちは,こ れ らの学問間での学際的研
究か ら多 くの ものが得 られるという信念 を持って
いる。
ガー ドナーは,こ れ らの6つ の領域の認知諸科
学は共同で研究することによって一つの学問領域
の視点から得 られる洞察 より強力な洞察が得 られ
ると考え,学 際的アプローチの有効1生を強調 して
いる。私見では,織 物の造作 を分析するのに裏表
から見てみた り,縦糸 と横糸をほぐした りするこ
とが,有 効な様 に認知科学の学際的アプローチに
よって,こ れまでの諸科学の単一面 よりの観点の
観察 ・分析からの類推による過ちを減少 させ られ
ると考えられる。行動主義心理学 をは じめ,一 領
域の学問が誤 った方向に進み過 ぎることも回避で
きるわけである。
(5)現代 の認知科学のなかに含 まれる中心的な
成分が,ギ リシャ時代か らの西欧哲学の伝統のな
かで認識論哲学者たちが永年扱 って きた問題の系
列,あ るいは関心事の集合である。
ガー ドナーは,以 上の特徴 をほとんど満たして
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いれば認知科学 の研 究 として認め られ ると してい
る。 次 に認 知 科 学 の 一 領 域 で あ る 認 知 心 理 学
(cognitivepsychology)の展 開 を中心 と して ガー
ドナーの学術研 究歴 と共 に両者の 関連 につ いてみ
てい く。
2.ガ ー ドナ ー と認 知心理 学7)
認知 心理学 は,他 の認知 科学 と同様 に過去30年
に目をみは る進歩 をとげてい る。大 方の見解 で は,
認知心 理学の登場 は1957年前 後 とされてい る8)。
そ れ以前 の米国心 理学 は,ジ ェームズ(W,James)
らの 内観 法 を重視 し過 ぎた機 能主義 か らソー ンダ
イク(E.L.Thorndike),スキナー(B.F.Skinner),
ワ トソ ン(J.B.Watson)などの行動主 義(behavior.
ism)が台頭 して くる。1920年代 か ら1950年に わ
た って行動 主義が米 国の心理 学 を支配す る ことに
なるが,観 察お よび実験 可 能な事象 に重 点 を置 く
行 動主義 的考 えでは,実 験不 可能 な対象 は扱 うべ
きで ない と した行 き詰 ま りや動 物のみ を用 いて の
実験 に も限界が あ った。 ラシュ レー(K.Lashley)
は行動主義 の教育 を受 け た人 であ ったが,こ れ ら
の限界 を理解 していた。 また,ラ シュ レーは行動
主 義の心理 学者が曖 昧 に していた トピ ックス を最
も中心 にお くべ きであ り,言 語 な どの複雑 に構 造
化 され た行動 を説明す る必要が ある と し,当 時の
理論 的説 明枠 であ った刺 激 と反応 の間の単純 な連
合 の鎖で は心 理学で も神経 生理 学で も,行 動 は説
明がで きない と考 えていた。 ゲシュ タル ト心 理学
の方面 か らケー ラー(W.K6hler)はソー ンダイ ク
の試行 錯誤説 へ異論 を となえ学 習にお ける 「洞察
に基 づ く見通 し学習」 の重要性 を述 べ た。行動 主
義 に対 してのスキ ナーへ の言語学 のチ ョムスキー
(N.Chomsky)の攻撃 は,行 動 主義心 理学 を も揺
るがせ るこ ととなる。認 知科学 の一領域 としての
人工 知 能 研 究 も1956年の ダー トマ ス 大 学 で の
「ダー トマス会議」にマ ッカー シー(J.McCarthy)
,ミ ンスキー(M,Minsky),サイモ ン(H.Simon)
,ニ ュー ウェル(A.Newell)が集 ま り認知 科学 の
一歩 を しる してい る。
同1956年に は ジ ェ ロー ム ・S・ ブ ルー ナー
(JeromeS.Bruner),ジョー ・ミラー(George
A.Miller)によ っ て ハー バ ー ド認 知 研 究 所
(HarvardCenterforCognitiveStudies)が設立 さ
れ てお り,1961年その 認知 心 理 学研 究 の 中心 地
ハ ーバ ー ド大学(HarvardCollege)にガー ドナー
は入学 してい る。 「自我 同一性 」 な どの心 理学 で
著 名 なエ リク ソ ン(ErikH.Erikson)が学 部時代
の ア ドバ イザ ー とい う,発 達 心 理学 を専攻 した
ガー ドナ ー に とって は好 条 件 に恵 まれ て い る。
1957年のス プー トニ ック ・シ ョックの後,ブ ルー
ナーの 『教育 の過程 』 が米 国 において出版 された
のが1960年で ある。ハ ーバー ド大学大 学院 では,
社会 心理学者 で言語 学者 ブ ラウ ン(RogerBrown)
が ア ドバ イザ ーで あ り,ガ ー ドナー の在 学 した
ユ961年よ り1971年は,こ れ らの 「認知革 命」の真 っ
ただ中であ って,ハ ーバ ー ド認知研 究所 の動 向及
び,研 究者 として訪れ て きた人 々は 「認 知科学 の
名士 録 を見 る ようで あ った」9)とい う程 に,毎 日
の研究 がその まま認 知科学 の流れや上昇期 の雰 囲
気 を肌 で感 じていたで あろ うと思 える。
ガー ドナー は幼 い頃 よ り美術,音 楽 を非常 に愛
し,ピ ア ノの腕前 も可成 りの もので ピア ノの家庭
教師 を1958年よ りll年間 も続 け,1969年には,し
ば ら くの間ボ ス トン近郊 のニュー トンのア ンダー
ウ ッ ドの小 学校 で美術 の非 常勤 講 師 を務 め て い
る。 ガー ドナー の博 士 課 程 で の研 究 テー マ は,
TheDevelopmentofSensitivitytoFigural
andStylisticAspectofWorksofArt(絵画 に
お け る表象 及 び ス タイ ル の観点 での感 受性 の発
達)」 を選 んで い る。 同論 文 によ り1971年にPh.
D.の学位 を取 得 して い る。1975年,言語学 の分
野 にお いてガー ドナー も関 わ りを持つ 出来事 と し
て,ピ アジェ とチ ョムス キーに よる論争 「ロワイ
ヨーモ ンの論 争」1°)があ る。 ガー ドナーは,こ の
歴 史的 な論 争の英語版 の解説 を書 くとい う幸 運 に
恵 まれ ているが,切 れあ じの良い批判 と両 陣営 の
冷静 な分 析 を加 え てい る。 出席 者 には,モ ノー
(J.Monod),フォー ダー(J.Fodor),ベイ トソン
(G,Bateson),インヘル ダー(B.Inhelder),バト
ナム(H.Putnum),トム(R.Thom)など各分野 で
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の世界 中の一流 どころが 一同 に会 してお り,「ロ
ワイ ヨーモ ンの論争」 は,新 しい学問 である認知
科 学の会 合 と もとれ,時 代精神(Zeitgeist)を象徴
す る もので ある。
ガー ドナーが当時 の思想 界で の先端 であ った構
造 主義 に は深 く傾倒 してい た こ とは,1973年の
ガー ドナー最初 の著作 『ピア ジェ とレヴ ィ・ス ト
ロース(TheQuestforMind:JeanPiaget,Claude
Levi-Strauss,andtheStructuralistMovement)11)』
の出版 をみて も明 らか なこ とであ るが,こ とに発
達心 理学 の ピアジェや文化 人類 学の レヴ ィ=ス ト
ロース,他 の構造 主義 者 たちか ら人間発達 の考察
や探 求方法 の多 くを学 んでい る。 ガー ドナーの見
解 では ピアジェ,レ ヴ ィ=ス トロース などの構造
主義 を一応 は認 め なが らも研 究 の限界 を見 いだ し
て い る。思 考(mind)の研 究で構 造 主義 者へ の そ
の飛躍 の方法 として,人 間の思考 の基 本単位 はシ
ンボルであ るとい う認識 を含 む と している。 シ ン
ボル体系 に注 目す る ことは構造 主義 の枠組 みの 中
で可能 な ことで ある と して いる。構造 主義 の流れ
を くみ シ ンボル体系 の研 究の重 要 さを研究 の よ り
どころ とす るのが,認 知科学 である。 ガー ドナー
は,「芸術 的創 造 を理解 す る手 が か りは,構 造 主
義 者 が シ ンボ ル を用 いて の 人 間の活 動 を心 理 学
的,哲 学的 に調査 す る方法 をうま くあわせ用 いる
こ とにあ る と私 は思 うので あ る12)」と述 べ て い
る。次章 で はN・ グッ ドマ ンか ら得 た シンボル ・
シス テムの見地 か ら芸術 能力 の発 達,創 造性 を心
理学的,哲 学的 に調査 す るハ ーバー ド ・プ ロジェ
ク ト ・ゼ ロについ てみて ゆ く。
皿.シ ンボル体 系の研究 とハーバー ド ・プ ロ
ジエク ト・ゼ ロ
1.グ ッ ドマン理 論 か らの影 響
ハ ーバー ド・プロジ ェク ト・ゼ ロは,ハ ーバ ー ド
大学教 育学大学 院にユ967年,ネルソ ン ・グ ッ ドマ
ン(NelsonGoodman)によって創 設 され,人 間 の
シンボル化の発達(humansymbolicdevelopment)
の学際 的研 究,及 び芸 術教育 の基礎 的研 究 をめ ざ
して創設 され ている。芸術教 育の領域 におけ る系
統だ った研 究が ほ とん ど不毛 の状態 であった こ と
か らハ ーバー ド・プ ロジェク ト ・ゼ ロ と創 設者で
ある グ ッ ドマ ンによって命名 された。
ガー ドナーは大学 院一年時 にある授 業 中,著 名
な 哲 学 者 ネ ル ソ ン ・グ ッ ドマ ン(Nelson
Goodman)がハーバ ー ド ・プロ ジェ ク ト ・ゼ ロ を
開設 す るにあた って,手 助 けす る認 知心理学者 を
探 してい るこ とを知 り,四 六時 中美術 や音楽 につ
い て書物 を読 んだ り考 えていた ガー ドナー は,自
分以外 に適任 はない と考 え,す ぐさ ま当時の ブラ
ンダイス大学 にいた グッ ドマ ンに会 いに行 き,数
カ月後 ハ ーバー ドに や って きた グ ッ ドマ ンの も
と,ハ ーバ ー ド・プ ロジェク ト ・ゼ ロで研究助 手
とな って い る。 ガー ドナー とハ ーバ ー ド・プ ロ
ジェ ク ト・ゼ ロとそ の創 設者 ネル ソン ・グ ッ ドマ
ンとの関係 は,こ の時 ガー ドナーがハーバ ー ド ・
プ ロ ジ ェ ク ト・ゼ ロ に関 わ る こ と よ り始 ま る。
「グ ッ ドマ ンか らは(他の象徴 主義 の研 究者同様),
私 は芸術 が さま ざまな シ ンボル体 系 の活用 を必然
的 に伴 うもので あ り,そ して,そ れ ぞれの芸術的
シンボル体系 は,個 々 に探求 す る価 値が ある もの
で あ る とい う確 信 を得 た」13)と述 べ る ほ どに,
ガー ドナーの芸術 的発達研 究 に対 す る基本 的な考
えはネ ルソ ン ・グ ッ ドマ ンの哲学 的影響 を受 ける
こ ととな る。哲 学者 として米国 では著 名 なグ ッ ド
マ ンは,シ ンボル化 の様式 であ る表現,比 喩,多
元 的意 味 と同様 に芸術 におけ る重要 な シンボル ・
システム(美 術,音 楽,詩 な ど)に つ いて著 書 『芸
術の言語(LanguageofArt)』14)『世界制作 の方法
(TheWayofWorldmaking)』15)で論 じてい る。
グッ ドマ ンは,象 徴主 義の研究 者パ ース(Charles
SanderPierce),カッシー ラー(ErnstCassirer),
ラ ンガー(SusalmeK.Langer)らの芸術 を象徴 と
して とらえ ようと した試 み に従 い,人 間 に より使
用 され る主 要な シンボル ・シス テム を系統立 て説
明 しようと した。多 くの芸術 理論家 で さえ,芸 術
は主 に感情,神 秘,魔 術,あ るいは本能の領域 に
属 してい ると考 え られ ていたので グ ッ ドマ ンの こ
ういった認知 的見 方は,受 け入れ られなか った。
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芸術理論家ならずとも,芸術は感情から生 じ,感
情を刺激するものと多 くの人が考える。このよう
な芸術には感情 を抜 きにして語れぬ という問題に
対 しても,グ ッドマンは,感 情はシンボルの解読
のプロセスを助けるものであるとみなされると考
えた。
グッドマ ンにとって芸術活動は常 に精神活動 と
みてお り,それに関わる者は常にそのシンボル ・
システムを 「読み ・書 き」で きな くてはならない
としている。芸術的な 「読み手」は音楽では,多
岐にわたるスタイルを聞き分けられ,詩 や小説の
比喩的内容 を識別で きる。芸術的な 「書 き手」は,
哀愁的なあるいは意気揚々 としたムー ドを示す抽
象的な形や色 を用いることができ,異 なった季節
や心理状態の印象を創造するための音楽のフレー
ズを変化 させ ることができる。
ガー ドナーは,グ ッドマ ンの芸術へのアプロー
チの方法によってこれまでの 「どちらの作品がよ
り優れているか,ど ちらの作品がより偉大である
か,ど ちらの作品がより美 しいか,と いう問題に
直面することなしに」作品の分析がで き,芸術の
研究が扱いやす く,美学者を悩 ませた多 くの難問
を回避で きるようになったとしている。16)また,
ガー ドナーは,芸術において有能であるためには,
絵画や彫刻の領域でのシンボル ・システムに通 じ
る必要があ り,芸術的シンボル解読のため,個 人
の能力 をのばすための様々な方法を見いだすこと
が必要であるとしている。つまりその芸術的シン
ボル解読の能力 をのばす方法として適切な美術教
育の重要性をガー ドナーは説いている。
ガー ドナーにとって,グ ッ ドマ ンの芸術に対 し
ての哲学的アプローチは,偶 然にも認知科学のめ
ざす方法論 と重な りをもっていたので大いに共感
するものがあった。すなわちそれは,グ ッドマン
のアプローチが 「認知科学の5つ の特徴」の第一
の人間の認知活動について語る際に,心 の表象に
ついて語ることが必要であるということ,実 際に
感情 についても,ガ ー ドナーの第三番目の特徴で
ある感情ない し情動の要因を排除するということ
などガー ドナーの考えに合致 していたのである。
グ ッドマ ンの シンボル ・システムの発達につい
て,哲 学的理論を実証する手段 として心理学 を用
い,ま た実証 したグッドマ ンの哲学的理論を上か
ら下の方向でのアプローチ,つ まりトップダウン
的に心理学 を用 いて実験 を進 めて行 くことにな
る。
2.ハ ーバ ー ド ・プロジ ェク ト ・ゼ ロの基礎 的研
究
ハ ーバ ー ド ・プロジ ェク ト ・ゼ ロの初期 の段階
では,多 くの研 究 が芸術 におけ る主 な概念 や プロ
セス に関す る様 々の領域の学 際的 な議論 お よび分
析 を含 んでい た。1972年以降,ガー ドナー及びデ ー
ビ ッ ド・パ ーキ ンス(DavidN.Perkins)が共 同
指揮 を執 る ようにな り,ハ ーバー ド・プ ロジェク
ト ・ゼ ロで は実 質的 に心理学 的側面 の研 究 に重点
が置 かれる ようにな って いったので ある。1979年
以降,研 究 グループの メ ンバ ーの拡大 な どによっ
て ガー ドナ ーのグルー プは,主 に子 どもの シ ンボ
ル使用 の技 術 の発 達の研究 に焦点が あて られ た。
ハ ーバ ー ド・プロ ジェク ト ・ゼ ロの基礎 的研 究 を
ガー ドナー は,以 下の3領 域 に集約 され る と述べ
て いる17)。
(1)ピァ ジェ を中心 とす る構 造主 義者 が採 り
入 れてい る精神 に対す るアプ ローチで,重 要 なス
キルの 自然 な発達 の道筋("natural"developmental
trajectory)を決定 す るための特別 な能力(様 式感
覚,比 喩化 の能力,等)の 断面 的,経 験 論的研 究
(2)幼少期 にお け るシ ンボル を用 い た様 々の
能力 の発達 に関す る研究
(3)脳損 傷 を受 けた脳 機能 の個体 発生 学上 の
象徴 的機能 とその退行機 能 に関す る研 究,及 び天
才児,自 閉症 児の研究
それ らのハーバ ー ド ・プロジェ ク ト・ゼロでの
1970年代 の基礎的研究 の成果 の内容 を簡単 に まと
め ると,18)
(1)U型カー ブの芸術 的能 力の発 達。 子 ども達
は通常,言 語,数 量 な どほ とん どの発達領域 で,
年令 に従 って進歩 してゆ く。芸術 領野 での幼少期
に驚 くべ きす ぐれた能力が,子 供時代 中期 を境 に
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衰退 してゆく。U型 カーブの芸術的能力の発達に
おける最初の部分は,明 らかに学齢期以前の子 ど
もの創造性に関連 し,U型 の谷間の部分は写実期
を示す。この時期の子 どもの芸術的創造力はダウ
ンしていると見 られる。U型の山の部分の復活は,
青年期 にあ り高いレベルの芸術的能力 を示す。
(2)描画の発達について
パフォーマ ンスにおけるい くつかの欠点はあるも
のの,就 学前の子 どもたちは芸術に関し驚 くべ き
能力 を得ており,親や教師の指導がな くてもこの
能力 を得 られる。子 どもの描 く絵はこの例である。
この点は芸術の習得が他の伝統的な教科 と異なっ
ていることを示 している。
(3)視覚的鑑賞能力
個人の視覚的鑑賞能力は,表 現能力に先だって発
達する。 しか し芸術の中で絵 を書 く場合は複雑で
表現能力がパフォーマンスより劣ることもある。
この発見は子 どもにパフォーマンスや制作,実 践
によって学ばせ ようとすることの重要性 を低める
ものである。
(4)脳の認識能力
脳 は,分 割的能力 をもち,そ れぞれの領域が人間
の能力に作用するものであるとい う見方は神経心
理学の発達で疑問に思われはじめた。新 しい研究
は,外 皮の部分が認識に用いられ,幼 少期以降は
神経システムの認識能力による表現の柔軟 さがほ
とんどないことを示 している。・・… などがあげ
られよう。
3.ガ ー ドナ ーのMl理 論
米 国で ガー ドナー を芸術教 育以外で有 名 に して
い る もの には,MI理 論(多 元 的知能 の理 論)が
揚 げ られ よう。1979年,バーナ ー ド ・ヴ ァン ・リー
財 団(BernardvanLeerFoundation)による研 究
基金 に よって,こ の ヒューマ ン ・ポ テ ンシャルの
問 題 に 関 しての プ ロ ジ ェ ク トか ら,1983年に
PFramesofMind:TheTheoryofMultipleIntelli-
gences(心の枠組 み ・多元的 知能 の理論)』19)が生
まれ,出 版 された。 この著書 におい て,人 間の知
能(知 識 あ るいは情 報処理 の方 法)は ひ とつで な
く,7つ の領域に分 けられると述べている。(簡
単に述べると)
(1)言語的一一一詩や小説を書 く能力
(2)論理的思考 ・数的思考一一数学的および科
学的問題の解決の能力
(3)音楽一一一一作 曲,楽器の演奏の能力
(4)空間的把握情報一一一心的イメージの形成能力
(5)肉体運動能力的情報一一踊ったり,ス ポーツ
をする能力
(6)他者に関する知識一一他人に対 しての気分,
意図などの人間関係の理解能力
(7)自己に対する知識一一一一自分 自身の感情 を分
析 した り,自分 自身を理解する能力。
このMI理 論 に関 して も脳 神経科学,認知 科学,
芸術発 達,シ ンボル ・システム な どの研 究か らの
成果 であ る。現在,MI理 論 の実践 的な試み と し
て,米 国 内 にお いてProjectCo-Arts,Lincoln
CenterlnstituteProject,APPLEprojectをは じ
め とす る16種のプ ロジェク トが行 われてい るこ と
は既 に述 べ た。幼稚 園 レベ ルでは プロジ ェク ト・
スペ ク トラム(ProjectSpectrum)があ る。 中学 ・
高校 レベ ルで の実践 で は,ピ ッツバ ー グの公立 中
高校 で,1985年より実施 されてい るアー ッ ・プロ
ペ ェル(ARTPROPEL)2°)がある。 アー ツ ・プロ
ペ ェルは,本 稿,第3章 で述 べた グ ッ ドマ ンの理
論,及 び青年期 でのU型 カーブの芸術 的能力の発
達の理論 を基礎 として実践 的に取 り入 れ,芸 術 特
有 の諸 特 質 を学 ぶ方 法 と して創造 的 領域 で あ る
「制作(production)」に力点 を置 くとい うカリキュ
ラムを もつ もの であ る。 ドメイ ン ・プロ ジェク ト
(domainproject)で一領 域で の発達 を うなが し,
ス タイル,表 現性,バ ラ ンス,コ ンポジ シ ョンへ
の感受性 をの ば し,「知覚(perception)」を養 い,「反
省(reflection)」に よ っ て 批 判 能 力 を 「学 習
(learning)」させ る とい うもので,最 終的 には各
領域のア ンサ ンブル を生み出す とい うものである。
小学校 レベ ルでの試み として行われ てい るのが
イ ンデ ィア ナ州 イ ンデ ィア ナポ リスの キ イ ・ス
クー ル(KeySchool)は,米国 内 の 教 育 関 係 誌
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『Child』におい て"全 米 ベ ス ト10スクー ル(小
学校 部 門)"21)のひ とつ に選 ばれ ている。
N.ガ ー ドナーの脳神経科学研究
大学 院博士課程 を終 えたガー ドナーは1971年よ
り一年 間,ハ ーバー ド大学 医学部 の脳神 経学 のポ
ス ト・ ドク トラル(博 士 取 得 後 の研 究 生Post。
doctoralfellow)として学 び,1972年よ り1974年
ま で ボ ス トン退 役 軍 人 医 学 セ ン ター(Boston
VeteransAdministrationMedicalCenter)にお い
て脳神経 科学研 究員(researchfellow)の職 を得 て
い る。
1978年以 降は,ボ ス トン退役 軍人医学 セ ンター
での心理学研 究員,ユ987年以 降は,ボ ス トン大学
医学部神経科 学非常勤 准教授 として現在 に至 って
お り,芸 術活動 と脳機 能の関連 についての研 究 は
続 け られ ている。 これ らの ボス トン退役軍 人病 院
で の 成 果 を 集 成 し た 『砕 か れ た 心(The
ShatteredMind)』22)が1975年に出版 されて いる。
この 『砕 か れた心』 で は,多 種 の失 語症の症例 か
ら言語 と脳機能 に関 して も多 くの章 が さか れてい
る。 同書 の 第8章 「芸術 の病理 学」 で は,お も
に脳損傷 者の芸術家 が ダメー ジを受 けた後の素描
の変化,音楽家 の症例 の研 究 をみる ことが で きる。
ガー ドナー は芸術 的能 力 の基 礎 的研 究 と して美
術,音 楽,文 学 の分 野 における脳 神経科 学の研 究
か らの アプ ローチ を行 っている。
ガー ドナーは ある時,ハ ーバー ド大学 医学部の
脳 神 経 学者 ノーマ ン ・ゲ シユ ウイ ン ド(Norman
Geschwind)の左 ・右脳 の話,「優 秀 な芸術家 が脳
溢血 によって,言 語機 能 を無 くして も高度 の芸術
作 品 を作 りつづ けるこ ともあ るが,違 う症例 では
芸術 的才能 の一 部の損 傷 が起 こ るが 比 較
的少 ないが補 充す る こ ともあ る とい う」23)症例 の
こ とを聞 いたこ とが きっかけ となって,脳 神経 科
学 の研 究 の研究 をは じめた。後 にゲ シュウイ ン ド
はガー ドナーのポス ト・ドク トラル(博 士取得 後
の研究 生)時の指導教 官 となる。この時の話 はガー
ドナー に 「芸術」 と 「脳神経 科学」 を結 びつ ける
直感を与えることになった。1
ガー ドナーは,ボ ス トン退役軍人医学セン タニ
において画家,音 楽家で,脳 損傷 を受けた,か っ
ての健常者の研究では,無 傷で残 されている部分
のどこかに重要な役割を果たす と推理するという
ことを考えていたが,こ の病院ではほとんど芸術
家の患者 と出会わなかったが,他 の神経心理学者
が芸術家の患者を紹介 して くれるようになった。
後にガー ドナーは,興 味ある多 くの疑問に答える
ために特に芸術家を研究する必要のないことに気
づ き,病院内で健常な"統 制"患 者の能力以内で
芸術的課題を作成 して,各 症例の脳損傷 をもつ患
者にこれらのテス トを行った。つまり我々多 くの
人々は芸術家ではないが,我 々のほとんどは歌を
歌い,絵 を描 き,話 を語るなどい くらかの芸術的
技能を習得 している。芸術家はこれ らの基本的技
能を積み上げた人たちである。 もし,我kが その
ような基礎的能力が脳の損傷後 どのように破壊さ
れるかを調べ ることが可能であれば,高 度な技能
をもつ芸術家たちの同じような基礎能力構造 への
重要な手がか りを得 られることとなる。このよう
な2種類のアプローチか らこれまでに得ている成
果では,1982年に出版 されたガー ドナーの 『芸術,
精神そ して頭脳』の中でも,研究成果は,片 方の
脳のダメージから絵画的才能との結びつきでは,
スタイルの感受性 に関 して左脳損傷の患者ではス
タイルによる絵画のグループ分けが上手 く,識別
力はしば しば,右脳損傷の患者ではスタイルへの
感受性が乏 しい,と いうような報告 としてまとめ
れれている24)。ガー ドナーの研究の中で脳神経
科学は,認 知心理学 と同様に重要な位置 をしめて
いるし,損傷部分による症例 より健常者 との脳機
能の差異 や健常者の芸術的能力 の機能の形成 な
ど,ボ トムア ップ的アプローチの有効性は心理学
と脳神経科学の関係の長い歴史によっても示唆さ
れている。
V.結 語
ガー ドナーの研 究歴 と 「認知 的ア プローチ」 と
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い う研究方法の確立経緯は非常に緊密 に結びつい
ているといえよう。 これ らの論考 よ り得 られた
ガー ドナーの認知的アプローチの方法 とは,(1)
認知心理学をはじめとする哲学,心理学,人類学,
言語学,人 工知能の各領域にまたがる認知科学か
らの学際的アプローチ,(2)グッ ドマンか ら得た
シンボル ・システムの理論 を基底 とした芸術能力
の発達,創造性の発達に関 してのアプローチ,(3)
ノーマン ・ゲシュウイン ドとの出会いから見出し
た脳神神経科学による,脳機能 と芸術活動に関し
てのアプローチの3領 域からと考えられる。ガー
ドナーは芸術的能力の研究方法にはなにが有効で
何が有効でないのかを,構造主義者の研究,認 知
科学者のおびただ しい研究から,芸術的能力の発
達,創 造性の解明に有効な研究方法を探 し得たの
ものが,認 知的アプローチであった。第II章で参
照 した図1.に 示されたものは,各 学問の認知科
学のつなが りであるが,ガ ー ドナーはこれらの一
見共通点のないそれぞれが独立 した3つ の領域,
認知科学,シ ンボル ・システム研究,脳 神経科学
を図上の一領域に置 き換えて同 じ様なつなが りで
あると見てもさしつかえがないように思える。認
知心理学者G・ ミラーが心理学 と工学志向の科学
者の厳密なアプローチを結婚 させた25)とい う意
味での,ガー ドナーの場合の認知科学,シンボル ・
システム研究,脳 神経科学の3領 域 と芸術発達の
研究を結びつけたと考えられる。その目に見えな
い赤い糸 をたぐり寄せることがガー ドナーの 「認
知的アプローチ」に思える。
日本の芸術教育にも新 しい 「秘宝」を探す冒険
の時期が訪れているように思える。その 「秘宝」
どは,芸術的能力の解明,そ して芸術教育の意義
を説明できる不思議な力をもつ石である。美術 と
いう底なし沼や,芸 術教育 という混迷するジャン
グルに 「秘宝」を探 しに足を踏み入れて帰還 した
ものはだれもいないが,N・ グッ ドマ ン社製の地
図(シ ンボルで表記 されている),認知科学印の
コンパス(図1.の 形から)と,脳 神経科学社製
の地球儀(英 語のhemisphereには地球の半球 と
脳の半球の意味がある)を 揃えて探検に出掛 ける
ならば,「秘宝」に出会 える可能性は高いと信 じ
ている。
[注]
1)ハ ワ ー ド ・ガ ー ドナ ー は,現 在 ハ ー バ ー ド大
学 教 育 学 大 学 院 ・ 人 間 発 達 心 理 学 研 究 科
(HarvardUniversityGraduateSchoolofEduca-
tion,HumanDevelopmentandPsychology)にお
い て 「Creativity」「AestheticDevelopmentand
EducationsCognitiveandEmotionalDevelop-
ment」「ExtraordinaryIntellectualAchieve-
ment」の 講 座 を 受 け 持 っ て い る 。
2)Gardner,H.TheMind'sNewScience.New
York:BasicBooks.1985.(邦訳 佐 伯 腓 ・
海 保 博 之 監 訳 『認 知 革 命 』 産 業 図 書1987年)
3)Ibid.,onthebackflap.(邦訳 装 丁 裏 部)
4)筆 者 は,1989年 ～1991年,ハ ー バ ー ド大 学 教
育 学 大 学 院 修 士 課 程 在 学 中,指 導 教 官 ハ ワ ー
ド ・ガ ー ドナ ー 教 授 の 下 に,認 知 発 達,芸 術 的
能 力 の 発 達 の 研 究 を 進 め た 。 本 論 文 は,そ の 成
果 に 基 づ く も の で あ る 。
5)Gardner,H.Art,Mind,andBrain:A
CognitiveApproachtoCyeativtity.NewYork
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A Study on Howard Gardner's Cognitive View of Art Education 
                     Itsuro IKEUCHI 
                Research Student, Doctoral Program 
        Institute of Art and  Design, University of Tsukuba 
 This article is to describe the methodology of the studies in art education by Howard Gardner, 
and discuss what he cognitive approach is like. Significance of Howard Gardner outstands in the 
United States, as one of the co-director of Harvard Project Zero promoting the activities in arts 
education by applying methodology borrowed from cognitive psychology, in which they try to 
develop artistic talent and creativity. By asserting MI theory (Theory of Multiple Intelligences) 
emphasizing the multiplicity of human intelligence, and by raising questions about current notion of 
human intelligence, he exerts profound influence upon developmental psychology, art education, 
music education aswell as education general in the United States. 
 This article is designed toclarify and verify the process, by which Howard Gardner, who first 
started his academic career as a cognitive psychologist, was enlightened by"new" cognitive science 
such as philosophy, linguistics, anthropology, neuroscience, psychology, and  AI (Artificial 
Intelligence) , and then tried to establish is own view-point toward cognitive studies through 
neurological approach. 
 The second purpose of this article is to analyze how the Gardner's cognitive studies were applied 
to art education and its methodology, b  studying Harvard Project Zero and the theory of symbol 
system by philosopher, Nelson Goodman, who influenced Howard Gardner by starting the project. 
 The Howard Gardner's cognitive approaches l arned in this study are; 
(1) approach from symbol system, 
(2) cognitive approach deprived of human feeling or emotion, and 
(3) inter-disciplinary approach among philosophy,  neuroscience ( rebro-neurology) andcognitive 
psychology.
